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十
月
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時

　厳
修

報
恩
講
兼
光
照
寺
創
立
三
十
周
年
法
要

護
持
会
報
告
な
ど

詳
細
は
２
頁

詳
細
は
３
頁

言
葉
で
迷
い

�

言
葉
で
傷
つ
き

同
時
に
言
葉
で

�

目
覚
め
る

御文拝読 お盆表白

お盆法要勤行（内勤め）
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第
二
十
一
回
光
照
寺
護
持
会
総
会
、
三
役

会
議
を
二
〇
二
〇
年
六
月
八
日（
月
）午
後
一

時
～
本
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
三
役
の
み
の
開
催
と
致
し

ま
し
た
。

　

平
山
会
長
が
議
長
と
し
て
進
行
し
、
活
動

実
績
及
び
、
収
支
決
算
と
監
査
報
告
、
活
動

計
画
と
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
、
何
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
職
よ
り
、
今
後
の
法
要
に
つ
い
て
、
お

盆
は
内
勤
め
（
僧
侶
の
み
読
経
、
参
詣
者
は

焼
香
し
て
解
散
）
で
勤
修
し
、
秋
彼
岸
は
通

常
開
催
、
報
恩
講
は
午
後
か
ら
の
開
催
を
現

段
階
で
は
考
え
て
い
ま
す
。
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
寺
の
法
要
の
お
手
伝
い
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
関
わ
っ
て
頂
け
る
方
は
、
護
持
会

の
役
員
に
是
非
入
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
の
旅
行
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
聞
法
会
や
行
事
が
中
止
と
な
っ
た
り
、

変
更
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
の
都
度
ご

確
認
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
中
で
、
対
応
し
な

が
ら
法
灯
を
絶
や
さ
ず
歩
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
益
々
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

合
掌
。

　

二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
三
日（
火
）京
都
の

本
山
東
本
願
寺
に
て
、
坊
守
池
田
恵
美
（
法

名
：
釋
尼
恵
照
）が
得
度
し
て
僧
侶
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
日（
木
）京
都
の
本

山
東
本
願
寺
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
座
像
が
安

置
さ
れ
て
い
る
御
影
堂
に
て
、
前
住
職
の
分

骨
を
納
骨
し
て
き
ま
し
た
。
昔
は
須
弥
壇
収

骨
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
真
宗
本

廟
収
骨
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
宗
祖
の
教
え

と
共
に
生
き
る
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。

不
平
不
満
、

暗
い
愚
痴
に
落
ち
て
い
く

生
活
の
と
こ
ろ
に
、

本
願
、法
蔵
の
修
行
は
あ
る
。

神
戸
和
麿

（『
歎
異
抄
に
聴
く
』よ
り
）

真
の
依
り
処

真
の
依
り
処

　

御
文
に
八
万
の
法
蔵
を
し
る
と
い
ふ
と

も
後
世
を
し
ら
ざ
る
人
を
愚
者
と
す
。
た

と
ひ
一
文
不
知
の
尼
入
道
な
り
と
い
ふ

も
、
後
世
を
し
る
を
智
者
と
す
と
い
へ

り
。と
あ
り
ま
す
。身
心
と
も
ぐ
ら
ぐ
ら
ゆ

さ
ぶ
ら
れ
こ
の
愚
者
は
私
で
す
。
い
つ
も

頭
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
私
。
弥
陀

に
教
え
を
頂
き
気
づ
い
た
時
だ
け
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
と
懺
悔
す
る
の
み
で
す
。
五

念
門
を
行
う
。
い
つ
も
佛
の
前
に
い
る
と

安
心
し
て
礼
拝
門
出
来
ま
す
。
尊
い
こ
と

ば
で
ほ
め
る
よ
う
に
讃
嘆
門
を
行
い
、
常

に
自
分
を
お
ま
も
り
下
さ
っ
て
い
る
事
に

祈
り
を
も
ち
作
願
門
を
申
し
、
道
理
を
正

し
く
見
る
観
察
門
し
、
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
考
え
同
情
同
感
の
回
向
門
を
申
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
罪
深
き
障
り
多
き
我

身
苦
悩
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
が
そ
こ
に
意

味
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
人
は
生

き
て
い
け
る
も
の
で
す
ね
。

�

南
無
阿
弥
陀
佛
。

�

岡
田
ノ
リ
子

光
照
寺
護
持
会
総
会

　三
役
　会
議
終
了
の
ご
報
告

坊
守
池
田
恵
美
得
度

真
宗
本
廟
収
骨
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「念仏もうすのみぞ、すえとおりた
る大慈悲心にてそうろう。」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「慈悲に聖
しょう

道
どう

・浄
じょう

土
ど

のかわりめ
ありとはいかに」第４章

報恩講兼
光照寺創立三十周年法要

・ １０月１１日（日）

・ 午後１時～３時頃（１２時３０分受付）

・ 場所　光照寺本堂

・ 法要勤修

・ 法話　本明　義樹先生
 　　　   （真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員・
　　　　 京都教区専光寺住職）

・ 講題　「濁世に立つ」

プロフィール：
1972年生まれ。大谷大学大学院博士課程満期退学。大
谷大学聖教編纂室にて坂東本『教行信証』等の翻刻事業
に従事する。真宗大谷派教学研究所研究員を経て、現在、
真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員。博士（文学）。

先生よりメッセージ ：
「濁りの世といえる現代社会において、私たちが生きてい
くことの意義を聞法を通して確かめさせて頂きたいと思い
ます。」

●先生の書著 ：
論文に「親鸞における本願力回向開顕の意義―坂東本
『教行信証』を精読して」など多数。

※準備の都合上、出席の際は、10月3日前にはお寺に
　ご連絡下さい。

午後 １２：３０ 受付

 １：００ 勤行

 １：４０ 住職挨拶

 １：４５ 法話

 ３：００ 終了予定

報
恩
講
兼
光
照
寺
創
立
三
十
周
年
法
要

【
報
恩
講
は
宗
祖
、
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
徳
に

報
謝
し
、
い
の
ち
の
道
理
を
深
く
尋
ね
る
法

要
で
、
一
年
の
中
で
最
も
大
切
な
仏
事
で

す
。
真
宗
門
徒
と
し
て
必
ず
勤
め
る
法
要
で

あ
り
、
光
照
寺
の
今
年
度
最
後
の
大
き
い
法

要
で
す
の
で
是
非
と
も
ご
参
詣
下
さ
い
。】

　

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
本
明
義
樹
先

生
（
真
宗
大
谷
派
聖
教
編
纂
室
主
任
編
纂
研

究
員
・
京
都
教
区
専
光
寺
住
職
）
を
お
迎
え

し
て
報
恩
講
を
勤
修
致
し
ま
す
。
ま
た
、
光

照
寺
創
立
三
十
周
年
法
要
を
兼
ね
て
勤
修

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
鑑
み
て
、
お
斎
は
お

持
ち
帰
り
で
ご
用
意
し
、
午
後
か
ら
の
開
催

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
家
族
、
縁
者
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
詣
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

住
職
（
釋
徹
照
）
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新
型
コ
ロ
ナ
流
行
は
未
だ
収
束
の

兆
し
も
な
く
、
生
活
全
般
に
亘
っ
て

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
自
粛
警

察
等
々
。
多
く
の
流
行
語
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
日
々
の
暮
ら
し
中
で
、
新
た
な

経
験
を
と
お
し
て
、
時
代
の
変
化
を
感

じ
取
る
私
達
で
す
。
そ
ん
な
年
で
あ
る

令
和
二
年
。光
照
寺
は
創
立
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
光
照
寺
の

新
し
い
歩
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　

親
鸞
聖
人
は
激
動
の
時
代
を
歩
ま

れ
ま
し
た
。
今
の
時
代
は
聖
人
に
ど
の

様
に
映
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
蓑
纏
う　

行
脚
姿
の　

聖
人
は

�

未
来
際
を
も　

願
い
つ
つ
立
つ
」

�

池
田
孝
郎
（
前
住
職
）

�

合
掌　

藤
原
自
雄

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
し
て

◦ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
・
拡
大
防

止
に
伴
い
、
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
は
状
況

に
よ
り
、
中
止
又
は
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
承
知
下
さ
い
。
随
時
H
P
を
ご
確
認
頂

く
か
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
個
別
の
ご
法

事
、お
葬
儀
は
お
参
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

法
要
の
ご
案
内

◦ 

報
恩
講
兼
光
照
寺
創
立
三
十
周
年
法
要

十
月
十
一日（
日
）午
後
一
時
よ
り
勤
修
。
講
師

は
本
明
義
樹
先
生
（
真
宗
大
谷
派
聖
教
編

纂
室
主
任
編
纂
研
究
員
・
専
光
寺
住
職
）コ
ロ

ナ
禍
を
鑑
み
て
、午
後
開
催
と
し
ま
し
た
。

◦ 

修
正
会

二
〇
二
一
年
一
月
一
日
元
旦
、
午
後
一
時
よ

り
勤
修
。
新
年
を
阿
弥
陀
如
来
の
ご
尊
前

よ
り
出
発
致
し
ま
し
ょ
う
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

◦ 

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生（
大
谷
大
学
名
誉
教

授
）
今
後
の
日
程
は
未
定
で
す
が
、
開
催
の

際
は
ご
参
加
下
さ
い
。
午
後
一
時
半
～
四
時

半
。『
教
行
信
証
』を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦ 

大
経
の
会

十
月
は
報
恩
講
、十
一
月
二
十
二
日
、十
二
月

十
三
日
。
午
前
十
時
～
午
後
三
時
。
講
師
は

佐
々
木
師
と
住
職
の
担
当
月
別
。
細
川
巌
著

『
正
信
偈
讃
仰
』（
七
）
を
学
ん
で
い
ま
す
。
お

弁
当
持
参
し
て
下
さ
い
。変
更
も
あ
り
ま
す
。

◦ 

我
聞
の
会

十
月
二
十
一
日
、
十
一
月
十
八
日
、
十
二

月
十
七
日
。
午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は

住
職
。「
歎
異
抄
」を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦ 

微
風
学
舎

十
月
二
十
七
日
、
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月

二
十
一
日
。
午
後
七
時
～
九
時
。
講
師
は
住

職
。「
高
僧
和
讃
講
義
（
一
）」延
塚
知
道
著
を

学
ん
で
い
ま
す
。

◦ 

真
宗
に
学
ぶ
つ
ど
い

十
二
月
七
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
。

会
場
は
一
心
寺
、講
師
は
一
條
顕
良
氏
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用
意

下
さ
い
。
マ
ス
ク
着
用
と
換
気
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご
連
絡

下
さ
い
。

�

吉
澤
　
光
昭

秋
遍
路
修
へ
て
足
音
耳
に
あ
り

自
分
史
の
頁
書
き
足
す
秋
と
も
し

影
正
す
霧
の
切
れ
間
の
末
登
峰

火
山
礫
踏
ま
う
眼
下
の
谷
紅
葉

安
達
太
良
や
智
恵
子
の
空
の
紅
葉
晴

�

山
田
　
恒

修
羅
さ
な
か
海
馬
の
蓋
を
開
け
て
お
く

天
空
で
魔
女
が
覗
い
た
余
命
表

�

佐
々
木
　
玄
吾

朝
つ
と
め
師
の
み
教
を
妻
が
よ
む

寺
務
所
よ
り

　

新
た
な
領
解
毎
朝
た
ま
う

夕
涼
み
堤
防
歩
む
妻
と
我

　

瀬
音
聞
き
つ
つ
杖
ひ
き
な
が
ら

�

佐
々
木
　
文
子

会
館
の
庭
に
真
赤
な
大
ト
マ
ト

　

も
い
で
喜
ぶ
子
ら
の
歓
声

ア
ス
パ
ラ
の
ほ
ん
わ
か
葉
っ
ぱ
を
な
で
な
が
ら

　

三
年
目
春
の
芽
ぶ
き
待
た
る
る

�

赤
秀
　
品
枝

貪
欲
の
心
で
え
ら
ぶ
盆
の
花

　

清
浄
の
心
さ
ら
に
な
き
な
り

こ
の
夏
は
暑
さ
と
コ
ロ
ナ
で
愚
痴
ば
か
り

　

心
の
中
で
詫
び
る
毎
日

�

山
田
　
恒

梅
雨
明
け
を
知
ら
せ
る
よ
う
な
蝉
時
雨

　

コ
ロ
ナ
に
戸
惑
う
吾
に
向
か
い
て

テ
レ
ビ
か
ら
小
さ
く
流
れ
る
マ
イ
ウ
エ
ー

　

夜
半
の
窓
辺
で
口
ず
さ
み
お
り

�

釋
尼
　
邦
照

弥
陀
光
に
会
え
ず
に
闇
の
た
だ
中
で

　

先
人
の
み
手
は
受
け
と
め
つ
つ
ま
ん

�

篠
原
　
潤
子

　

祖
父
偲
夏

夕
日
染
海
漁
船
出

衆
言
烏い

か賊
漁
師
神

板
子
一
枚
即
地
獄

家
族
常
祈
無
事
帰

天使の階段（寺泊）
山田　邦興　画


